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特集「仮想化時代の情報セキュリティと運用技術」の
編集にあたって

櫻田 武嗣1,a)

本特集号は「インターネットと運用技術（IOT）研究会」

が中心となって企画，編集を行ったものである．

コンピュータの分野においては様々な技術が日々開発さ

れ利用されている．仮想化の技術もその 1つで，古くはメ

モリ空間を実際のハードウェアよりも多く見せる仮想メモ

リなどから始まり，現在はハードウェアの仮想化やネット

ワークの仮想化など仮想化されるものは多岐にわたる．こ

れらの仮想化技術を利用したクラウドサービスの展開も始

まっており，いっそうシステムは複雑化し，技術面だけで

なくセキュリティについても考慮していく必要がある．ま

たインターネットが社会基盤に深く入り込み，マルウェア

や標的型攻撃による情報漏洩などにより，企業や国家に対

して多大な損壊を与えることがある．これらの対策として

技術面，運用面での対策が提案されてはいるが，攻撃側の

技術も日々進化しており，完全に組織を守り切ることは困

難な状況となっている．本特集号では，仮想化時代におけ

る新しいサービスの研究，開発，運用技術等に関連する諸

問題に関する論文を掲載することにより，ネットワークシ

ステム等に関連する様々な運用技術の発展に寄与すること

を目指した．

本特集号には 15編の論文が投稿され，16名の委員から

構成される特集号編集委員会を中心に査読が進められた．

編集委員会には，2013年末に本特集号と同様のテーマで

開催された第 6 回インターネットと運用技術シンポジウ

ム（IOTS2013）のプログラム委員経験者を迎えることに

より，テーマの連続性を強化した．今回は特に理論中心で

はなく実践の中で問題解決を図っており，他の環境におい

ても有益であると考えられる物を積極的に評価する方針と

し，これまで IOT研究会が企画した特集号同様，指導的

査読を徹底し，論文誌ジャーナル編集委員会作成の「べか

らず集」を尊重するなど，できる限り丁寧な査読を行うこ

とを心がけた．その結果，7編の論文を採録するに至った．

既存の計算機・ネットワーク上だけでなく仮想計算機・仮

想ネットワークの運用にも応用可能な研究やそれらの上で

運用されるであろうシステムのセキュリティに関する研究
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等について論じられた優れた論文を掲載できた．

最後に，本特集号を企画する機会を与えていただいた学

会各位に感謝する．本企画の立案にあたり研究会主査，前

回の特集号編集委員長をはじめとする IOT研究会の方々

には多大なご協力をいただき感謝する．また本特集号に関

心を寄せ，優れた論文を投稿していただいた著者の方々に

感謝する．ご多忙の中，手間も時間もかかる指導的査読に

ご協力いただいた査読者各位，論文査読や編集の過程で貴

重な助言をいただいた副編集委員長をはじめとする編集委

員各位に感謝する．不慣れな編集作業をスケジュールどお

りに進めるためご尽力いただいた学会事務局の方々に感謝

する．本特集が今後の技術革新に役立つことを期待する．
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